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■コールサインの設定は、

■１桁目～７桁目は、コールサイン

■８桁目は、Ｇ,Ｉ,Ｓ以外の無線機名(識別)

・２文字コールサインの場合

①

②

ＭＹ：

Ｒ２：

Ｒ１：

ＴＯ(UR)：

桁→

ＩＴＵ１ＲＪ

ＧＱＬＹ１ＰＪ

ＡＱＬＹ１ＰＪ

ＢＺＤＹ８ＰＪ／

87654321
← Ｂは「札幌1200」の識別

ＭＹ：

87654321桁→

１／ＩＴＵ１ＲＪ

ＭＹ： ＩＴＵ１ＲＪ

ＭＹ： ＩＴＵ１ＲＪ

ＭＹ： ＩＴＵ１ＲＪ

NG

ＭＹ：

87654321桁→

ＩＴＵ１ＲＪ

重要：上の①と下の②は違うコールサインとして認識される
(管理サーバーに違う局と判断される)

← 無線機名(識別)「なし」

← 無線機名(識別)「Ｅ」ＥＩＴＵ１ＲＪ

ＭＹ：

②

①

■JARLの管理サーバーに登録した例

ＡＮＷ１ＲＪ／ＴＯ(UR)：

ＤＶモード運用時の自局コールサインの設定と登録時の注意

●ＴＯ(ＵＲ)にレピータのコールサインを設定する時は１桁目を

必ず ／ にする。

●レピータ以外のコールサインはＴＯ(ＵＲ)に ／ を付けない。

ＭＹ： ＥＩＴＵ１ＲＪ
OK

⇒ ／１は NG

⇒ 間にﾌﾞﾗﾝｸがあり NG

⇒ 右詰は NG

← Ｇは「ゲート越え」の識別

■登録したコールサインと無線機名を無線機の MY に
設定する。

※ＴＯ(ＵＲ),Ｒ１,Ｒ２に設定する場合も同様に設定します。

⇒ Ｅが無線機名(識別)

【参考】CS(コールサインセット)表示にすると確認できます。

必ず左詰め

ＭＹ： ＩＴＵ１ＲＪ ⇒ 1桁目がﾌﾞﾗﾝｸで NG

← Ａは「巣鴨430」の識別

← Ａは「さいたま南430」の識別

無線機名は
コールサインの
識別のことです

無線機が何台あっても、台数分を登録する必要はありません。
無線機名は無線機(機種)を識別しているわけではなく、コール
サインの識別のため１つ(一行)のみ登録しておけばＯＫです。

無線機に設定するコールサインは
① は JR1UTI ② は JR1UTI E になります。

レピータにアクセスする場合は、①と② は違った局
としてコントロール(認識)されるので、慣れるまでは
無線機を複数台持っていても、無線機名を「なし」に
しておいたほうがわかりやすい。

【
重

要
】


